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観測夜数・観測時間 
• 観測夜数：246夜 （昨年度比6%減：春ー梅雨の天気が悪かった） 

• 観測時間：644時間 （2.6時間/夜 ：昨年度比14%減） 
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装置使用状況 
• HOWPolが主戦力 ＋HONIRの試験観測 

– HONIR：2011/10/12～2011/11/08（27日間）、2011/12/12～2012/02/92（52日間）の試験観測 

– TRISPECは運用停止。 
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観測装置ステータス・トラブル情報 
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の自動化テスト
が始まる 
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第３鏡位置の再現性が悪いこと
が発覚。駆動すると焦点面で1分
以上、指向精度が悪くなる。 
→ドライバの設定を調整 

主鏡洗浄 

ＣＣＤ温度上
昇。モレキュ
ラーシーブ交換
など作業→復旧 

ＣＣＤフ
ランジ
を交換 

寒冷時、ドームの回転
不良が発生（数回/冬）。

例年通り。 
→車輪and/orモーター

の交換を検討 

ホイール#6の

ケーブルコネ
クタ部が断線 
→コネクタ修
理で復旧 

高度軸の暴走が数回発生 
→エンコーダーメモリ部のク

リーニングで解決。 

望遠鏡アース
（網線）を設置。 

ドーム内主盤と副
盤間の無線子機

が故障 
→取り換えて復

旧。 

冷凍機故障
→部品交換
で復旧 

主鏡再蒸着＆
定期メンテ。 

ド
ー
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望遠鏡の振動(~3’)を確認。 
→制御ソフトの更新＆調整

で解決 

ノイズフィルターを制御
架内モータードライバ部

に取り付け 

主鏡洗浄 
反射率は5-6%

改善 

ドーム副盤の電源故障。主盤と
の無線通信（リモートによるス
リット開閉）が不能に。 
→西村製作所が修理 

空調制御システムの故障
（制御室からのＯＮ・ＯＦＦ

が不能に） 
→外部からの制御も可能

になるようシステム更新
の予定。 



観測人員 

• 2011年8月～2012年3月 

– 山中(PD)、笹田(D3)、伊藤(D1)、宇井(M1) 

• 2012年4月～ 

– 伊藤(D2)、上野、浦野、高木(M1) （＋秋田谷、森谷） 
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観測対象 

数字は観測時間（単位：hours） 

＊ブレーザーと超新星を中
心に、Ｘ線連星、ＧＲＢなど。 
 

＊「その他」にはＹＳＯの変
光モニターなど。 



観測対象の推移 

初期は激変星の 
近赤外線観測がメイン 

FermiやMAXIの
フォローアップ観測 

フェルミ衛星に絡んで
ブレーザーの偏光観
測時間が増加 
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サイエンス・トピックス 

HOWPol、ＧＲＢ初期残光
の偏光を検出 

• Uehara, et al. 2012, ApJL, 752, L6 

• GRB 091208B 

• 衝撃波中の磁場はどのようにして
増幅されたか 
– プラズマ(Weibel)不安定性 

→偏光は小さい⇔観測と矛盾 

 

 

 

 

 

 

– 磁気流体の不安定性 

(Richtmyer-Meshkov inst.) 

– 非一様な星間物質に衝撃波が通過
して、乱流を誘発→磁場増幅 

Rossi+04 



まとめ 

• 東広島天文台、動き始めて６年が終了 
– 望遠鏡トラブル少ない。 
– ドーム関係トラブルがやや頻発。 

• リモート制御に向けたシステム更新を予定 

– HOWPolが主力装置として活躍中。 
• メインのテーマ「ＧＲＢの偏光」で成果。 
• トラブルがあっても、最長で1週間のダウン（冷却系）。 

 

• そして７年目へ 
– 外部ＰＩの共同研究による成果が出始めてきた。 
– HOWPolをメインにした突発現象の分光・測光・偏光モニター 

• GRB、超新星、ブレーザー、新星、矮新星 

– TRISPEC後継機であるHONIRの開発を推進する 


